
 
 

『正しい判断』 

校長 大澤 道明 

 ７月に入ってからも新型コロナウイルス感染拡大が収まらない中、九州地方を中心に梅雨前線に伴う「線状

降水帯」での豪雨の影響で、河川の増水や氾濫、土砂災害、低い土地への浸水など大きな被害が出ました。ま

た、残念ながら多くの尊い命をも奪われました。被害に遭われた方の大多数は 65 歳以上の高齢者だというこ

とです。災害中に自ら避難することは体力的にも厳しかったのでしょう。しかし、いくら若い人たちが近くに

いたとしても、災害が起きている最中に助けようとすることは危険すぎる行為です。危ないと思った時には、

何よりも早めに避難することが正しい判断です。新型コロナウイルス感染が心配で避難所に行きたくない方も

いるでしょうが、まずは今ある自分の命を守ることが賢明な行動です。心配なのは、このような甚大な自然災

害が毎年のように起きていることです。災害は台風の時期だけではなくなっています。単に地球温暖化だけの

影響だとは言えませんが、これからの地球のために、今からでもできる努力はしなくてはなりません。それは

何なのか、まずは大人が示していかなければならないと思います。 

ここで私の事件簿 私が体験した自然災害と人災（コンピュータ災？）の実例を紹介します。 

私が八丈島に着任する前の平成 26 年２月 14 日、私は市内の研究発表会に自分の車で参加し

た。みぞれ交じりだった雨が、発表会が終わる頃には大雪に。車のタイヤはスタッドレスなの

で“大丈夫”だと焦りはなし。自宅が近かった当時の校長先生も同乗していざ出発。最初は順

調そのもの。スキーが趣味だった私は車で雪道を走ることは好きで、自信もあった。（後にこれ

が命取りに）校長先生のご自宅には通常の３倍ほどの時間で無事到着。その後、車で１５分ほ

どの我が家を目指すのだが・・・そこから雪は更に本降りになり道路は最悪の状態に。途中には乗り捨てられ

た車が何台も放置。私はスタッドレスタイヤだからという安易な安心感がある。車を避けながらゆっくり走っ

た。だが、一瞬ハンドルを雪にとられ道路脇にズルズルと滑り出す。雪で見えなくなっていた左側のガードレ

ールに吸い寄せられるようにぴったりとくっついて止まった。脱出のため雪を掘り、車に積んであった布をタ

イヤの下に噛ませ１時間位は努力を続けた。しかし状況は全く変わらない。雪の中だというのに汗びっしょり

の体。そのうちに寒くなり、“やばい”と感じた。（私の車の型は年式は古いが、インテリジェントキー対応）

時間は既に夜の 10 時過ぎ。その時「ガチャ」という不気味な音が耳に届いた。「エッ！」あり得ないことが起

こった。車中の鞄の中にキーが入っていて、絶対に閉まるはずがないドアが閉まった。それもエンジンがかか

ったまま。私は車外に置き去りにされた。「何とかしなくては・・」頭の中は真っ白、トイレにも行きたい！不

幸中の幸いで、ビバークした横は病院だった。お願いしたらトイレを借りることができた。「休んでもいいよ。」

という優しい言葉に甘え、朝まで待機させてもらった。しかし、エンジンがかかったままの車は更に降って来

た雪に埋もれていった。最後の手段。携帯は胸ポケットにあったので、朝になったら奥さんに予備のキーを持

ってきてもらおう。方法はそれしかない。そして朝、実行。約２時間後、雪が解け始めた悪路を汗びっしょり

の奥さんが到着。「ごめんなさい。」という以外に謝罪の言葉は見つからない。午後になってやっと除雪が進み、

お昼の２時頃に帰宅できた。奥さんはその日の夕方から熱を出して寝込んでしまった。「罪悪感、本当にごめ

んなさい！」実は前日の朝、奥さんには「車はやめた方がいいよ」と言われていた。・・・予測ができたはずの

判断ミス。楽をしようとした私の甘さ。 

早めに正しい判断をすれば、避けられるはずの事故はたくさんあるはずです。８月１日からは３週間という

例年よりも短い夏休みですが、計画を実行する中で「正しい判断、予測」を充分にしてください。そして事故

のない、有意義で楽しい期間にしてください。ご家族の皆様には、お子様を宜しくお願いいたします。 

 

〈三原中学校の教育目標〉 
人間尊重の精神を基調とし、豊かな社会の形成に貢献できる人間を育成する。 

○やさしい人    ○たくましい人    ○よく学ぶ人 

〈校訓〉 

『紳士たれ・淑女たれ』 
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 梅雨時期でまるで雲の中にいるような三原中のグランドを見ているとさわやか

な青い空が恋しくなります。テレビでは新型コロナウイルス感染に関する様々なニ

ュースに加え、豪雨による自然災害の被災状況が流れ、心を痛める日々が続いてい

ます。被災された方々の早めの復興を祈るばかりです。 

 学校では、「手洗い」「マスク」「３密の回避」により感染症予防をしながら日々の教育活動を進めてい

ますが、５月の準備期間から２か月がたち、生徒も教員も大分慣れてきたようです。けれども、油断は禁

物です。「慣れ」が「気の緩み」につながらないよう、再度気を引き締めるべき時期だと思います。                          

 

○期末考査   

 

 ７月６日(月)～８日(水)に期末考査を実施しました。長い休業後に、

６月に通常授業が始まってから、約１か月での期末考査はどうだったで

しょうか？中学１年生にとっては中学校での初めての考査。５教科に加

え、実技４教科も含めてのテスト、学習計画に始まり、課題提出、考査

のための勉強、さらに期末考査後の振り返りなど、きっと大変だったで

しょう。少しずつ中学校での学習にも慣れていくことを願っています。 

 テストは誰にとっても、つらいものかもしれませんが、自分の学習の

定着度を測る、「健康診断」のようなものです。歯の検査に例えるなら不正解だった問題は、「虫歯」です。

虫歯は、時間がたてば自然と治るということはありません。きちんと治療して治さないと、悪化するばか

りか他の歯にも広がってしまいます。テストに話を戻すと、虫歯の「治療」とは、考査後の振り返りで、

不正解の問題を「できる」ようにしておくことです。テストは返却後にどうするかがとても大切です。 

 

 

 

三原学園では、小学校の教員と中学校の教員が協力して授業を行っていますが、今回は技術科と美術科

の協力授業の様子をお伝えします。６月 29日(月)に技術科の先生が、７月３日(金)には美術科の先生が小

学校におじゃましました。技術科では５年生で「電動の糸ノコギリの使い方」を、また美術科では３年生

で「ポスターの製作」の導入をしていました。専門性の高い実技教科の教員が小学校の教員のサポートを

日常的にできることは、児童にとっても貴重な体験になっていると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中協力授業 

 



 
 

 

  避難訓練 

               

 ７月 10日(金)に避難訓練が行われました。「訓練、訓練。緊急地震速報が発令されました。全員直ちに

机の下に避難しなさい。」という放送による指示で始まりました。生徒たちは「おかしも」を意識しなが

ら避難していました。今回は「地震による火災訓練」で、休み時間中に災害が発生した時の教職員の動き

と生徒の行動を確認しました。 

 

 

 

今年度も意見発表会を９月５日(土)に開催します。会場は三原中学校の体育館です。午前中のみの実施

で、参観は保護者の方限定となります。 

スローガンは『人から人へ ～広げよう 28の言葉の輪～』に決定しました。自分たちの意見や考えが、

多くの人々に伝わるようにとの願いが込められています。現在、以下のプログラムでの実施を目指し準備

を進めています。夏休みには原稿清書の宿題もあります。ご家庭でのご支援・ご協力を、よろしくお願い

いたします。                                                           【文化行事担当】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                ICT 環境整備について 

 

文部科学省は「１人１台端末」の実現や、家庭でもつながる通信環境の整備

といった「GIGA スクール構想の予定の前倒しを進めており、八丈町の小中学

校でも児童生徒１人に１台、タブレット（クロムブック）が使えるようになる

予定です。８月に学校ネットワーク環境の整備を進め、９月いっぱいを目途に

児童生徒のタブレット端末が導入される見通しとなっています。教員も「グー

グルの教育システム」についての研修を始めています。 

家庭の通信環境の整備については、まだまだ未定の部分が多い状況です。正式に決まった段階で改めて

お知らせします。 

災害や感染症の発生等による学校の臨時休業等の緊急時においても、ICT の活用によりすべての子供た

ちの学びを保障できる環境を早急に実現できることを願っています。  

                   

9:00 開会の言葉 

9:05 第１部（第１学年 テーマ：自分） 

10:00 第２部（第２学年 テーマ：人権） 

10:30 第３部（第３学年 テーマ：社会） 

11:15 学校長講評・閉会の言葉 

11:55 下校 

 



 
 

 

八丈管内陸上競技記録会・三原大運動会について 

 

 臨時休業に伴う授業時間数の確保と新型コロナウイルス感染予防のため、今年度は学校行事の中止や

縮小をしています。２学期には例年、八丈管内陸上競技記録会と三原大運動会を実施しております。陸上

競技記録会には長い歴史があり、三原大運動会も今年度で５回目となる大切な行事ですので、今年度につ

きましては、中止ではなく感染症予防に配慮した上で、規模を縮小して開催する予定です。なお、あくま

で現段階の予定のため、今後の情勢によりましては変更の可能性がございますので、ご了承ください。 
 

〈陸上競技記録会〉 

 10月４日（日） ９：00～14:30 富士中学校 （雨天順延） 

 ※生徒１人当たりの出場種目数を減らし、開・閉会式を簡素化するなど、時間を   

短縮して実施します。 
 

〈三原大運動会〉 

 10月 25日（日） ８：30～12:00 （雨天順延） 

 ※プログラムを、児童・生徒の出場種目のみとし、開・閉会式を簡素化するなど、時間を短縮して実施しま

す。                                                       
 
〈８・９月の主な行事予定〉 

日 月 火 水 木 金 土 
7/26 
 

7/27 
保護者会 SC 

7/28 
 

7/29 
SC 

7/30 
大掃除 

7/31 
終業式 

8/1 
夏季休業日始 

8/2 8/3 8/4 8/5 8/6 8/7 8/8 

8/9 
 
 

8/10 8/11 
学校閉庁日 

8/12 
学校閉庁日 

8/13 
学校閉庁日 

8/14 
学校閉庁日 

8/15 
 

8/16 8/17 8/18 8/19 8/20 8/21 8/22 

8/23 
夏季休業日終 

8/24 
夏季登校日始 

8/25 
 
SC 

8/26 
 

8/27 
 

8/28 
夏季登校日終 

8/29 
芝生 
ボランティア 

8/30 
 

8/31  
休業日 

9月 1日 
始業式・大掃除 
避難訓練 
職員会議 

2日 
臨時朝礼・生
徒会選挙公示 
SC,専門委員会 

3日 
意見発表会 
リハ―サル 
 

4日 
 

5日 
意見発表会 
9:00-11:20 

（三原中体育館） 
6日 7日 

 
8日 
朝のつどい 
安全指導 
SC 

9日 
ミニ記録会 
職員会議 

10日 
島しょ研 
 
 

11日 
 
 
 

12日 
芝生 
ボランティア 

13日 
 

14日 15日 16日 
合同職員会議 
放課後学習教室 

17日 
中間考査 

18日 
中間考査 
 

19日 
 

20日 
 

21日 
敬老の日 

22日 
秋分の日 
 

23日 
職員会議 
放課後学習教室 

24日 
校外学習（1） 
SC 

25日 
 

26日 
土曜授業 

27日 28日 
朝礼、授業改善
推進プラン開示 

29日 
SC 
 

30日 
小中会 
放課後学習教室 

10/1 
都民の日 
生徒会役員選挙 
合同避難訓練 

10/2 
記録会前日指導 

10/3 
 

10/4 
陸上競技記録会 

＊SC：スクールカウンセラーの勤務日 
★８月１１日（火）から８月１４日（木）は、島内全小・中学校が学校閉庁日となります。 
この期間は、補習や部活動等、一切の活動の予定はありません。 

 
お子様の様子が気になるときは学校へご相談下さい。（学校７－００５７） 
学校閉庁期間中に学校に連絡がつかない場合は、八丈町教育委員会（２－７０７１）にご連絡ください。 
〈学校以外の相談窓口〉 
☆八丈町教育相談室(2-0591)        ☆東京都いじめ相談ホットライン(03-5331-8288) 
☆東京都教育相談センター(03-3360-8008)    ☆東京都児童相談センター(03-3202-4152) 
   

      


